
第１回
(Ｒ3.7.31)

• 次の２点について、各委員持ち帰り
①センター跡地等の利活用検討に向けた
考え方について（案）
②福利・にぎわい検討会議 今後の進め方
について（素案）

• 当区による「アンケート調査」及び「マー
ケットサウンディング」について、実施につ
いて確認。

第２回
(R3.9.9書面開催、
R3.10.8結果報告)

• 前回配布の①および②に４名の委員からご意
見をいただいた。

• 「ご意見の内容」「理由」に対して「事務局
からの回答・補足」を追記し、書面開催の結
果とした。

第３回
(R3.10.20)

• 新設する機能等についてワークショップ形式
で検討を進めることとなった。

• 「多目的ホールワークショップ」を開催した。
• webアンケート調査及びマーケットサウン

ディングの結果について説明を行った。

第４回
(R3.11.26)

• 「多目的ホールワークショップでのご意見の
とりまとめ（案）」を確認。

• 「図書施設ワークショップ」を開催し、次回
までの整理に向けて追加意見を募った。

第５回
(R3.12.16)

• 「図書施設ホールワークショップでのご意見
のとりまとめ（案）」を確認。なお、各ワー
クショップの意見を踏まえ最終的な調整を行
う掲載案を次回の会議までに事務局から提案
することとした。

• 「実演の場ワークショップ」を開催し、次回
までの整理に向けて追加意見を募った。

第６回
(R4.1.17)

• 「実演の場などに関するワークショップでの
ご意見とりまとめ（案）」を確認。「各ワー
クショップでのご意見のとりまとめについ
て」を確認。

• 「子ども・子育てに関するワークショップ」
を開催し、次回までの整理に向けて追加意見
を募った。

第７回
(R4.2.7・ご意見
やご質問等がある
方に参加)

• 「子ども・子育てに関するワークショップ」
のご意見とりまとめと議事要旨の確認を行い、
３名の地域委員からご意見・ご質問をいただ
き、事務局からの回答・補足を追記したうえ
で議事要旨としてとりまとめた。

第８回
(R4.2.16・ご意見
やご質問等がある
方に参加)

• 各ワークショップでのとりまとめした「令和
３年度福利・にぎわい検討会議議事のあらま
し」を確認。

• ４名の地域委員からご意見・ご質問をいただ
き、事務局からの回答・補足を追記したうえ
で議事要旨としてとりまとめた。

コワーキングスペース
（イメージ）

⚫ 21席程度（2.9㎡/席）
⚫ レンタルPC利用可
⚫ DVDや歴史資料をPCで閲覧できる
⚫ 電源も完備
⚫ 防音ブースでWEB会議可能

プレイルーム（イメージ）
⚫ 小学校の教室程度（64㎡）ほどの面積
⚫ 未就学児～小学生程度の子供が走り回れる、体を使って遊べる（ボルダリ

ング、器械体操、ボールプール）絵本を読んだり、おもちゃで遊んだりと、自由
に親子が一緒に過ごせる。

⚫ 防音性を備えており、こどもの声や楽器のおもちゃの音も漏れにくい。
⚫ 交流スペース、キッズスペースとの連携によりさらなる機能強化を図る
⚫ 保護者同士の子育てに関する相談など、情報交換の場として利用される
⚫ 小学生や中学生の放課後の居場所として気軽に訪れることができ、隣接す

る交流スペースや閲覧学習スペースで宿題をこなす
⚫ 地域住民と多世代交流する場としても利用

閲覧・学習スペース（イメージ）

⚫ 51席程度（1.8㎡/席）
⚫ 静かに図書を閲覧でき、学習ス

ペースとしても利用可能
⚫ 電源も完備
⚫ レンタルタブレットで電子資料が

閲覧できる

キッズスペース（イメージ）

⚫ 子供向け図書を収蔵
⚫ 絵本の読み聞かせができ、ガラス

張りにすることで視認性を確保し
つつ、遮音性も確保する

⚫ 遊んでる様子を交流スペースから
見える

⚫ 子育て世代の情報交換の場とし
ても活用

交流スペース（イメージ）

⚫ 交流スペース、打合せスペース、
学習スペースとして利用

⚫ 他文化交流やイベントの場とし
ても活用

⚫ ボードゲームなどの貸出があり、
子どもの遊び場として賑わう

ラウンジ・接続空間（イメージ）

⚫ 22席程度
⚫ 多目的ホール、実演の場（アー

カイブ）との接続空間
⚫ 図書機能に限らず、多目的ス

ペース・アーカイブ機能の延長と
して利用可能

実演の場（ワークショップスペース）（イメージ）

⚫ ICT技術や最新機器（ドローン等）を体験し学ぶことができるワークショップの開催
⚫ 多目的の利用に対応できるワークショップスペース
⚫ 料理教室や陶芸、工作等ができるように水回り設備も完備
⚫ 大災害に備え、子ども向けに防災訓練を実施
⚫ 土木・建築・建設業の魅力を体感できる、子ども向けものづくりワークショップや職人か

ら直接技術を体験できるイベントの開催

専門書籍スペース
（イメージ）

⚫ 地域に関する書籍、文書、
写真などに特化して収蔵

⚫ 地域のアーカイブ機能を補完
⚫ 地域関連書籍の寄付を募る
⚫ 実演の場（アーカイブ）との

連携

一般書籍スペース（イメージ）

⚫ 雑誌、話題書・ベストセラー本を
収蔵

⚫ 外国人向け書籍や新聞雑誌、
地域の歴史資料も収蔵

⚫ 目につきやすい本棚は週替わり
にテーマを設定して関連書籍を
入れ替える

⚫ 人気書籍の寄付を募る

地域の歴史等の伝承（アーカイブ）（イメージ）
⚫ 既存の西成情報アーカイブを移転
⚫ 西成の歴史文化資源をデジタル化
⚫ デジタルアーカイブの情報機器としてVRやパソコン、視聴スペースの設置
⚫ 配架スペース（専門書籍）と連携し、地域に関する書籍を集積
⚫ 図書施設の交流スペースや配架スペースと接続し、一体的に利用
⚫ 建設業の紹介や建物が完成するまでの流れを展示するなど、西成の労働者

の生業を学ぶ

■各ワークショップでのご意見を踏まえた施設イメージ

令和３年度 「福利・にぎわい検討会議」ふりかえり＜概要版＞

■令和３年度福利・にぎわい検討会議 開催概要
「住民の福利」の４つの機能面積

合計約1,044㎡想定
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